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「アトピー手記」田中 昭太 24 歳 

 

2012 年 1 月 24 日 

「アトピーって何？」 

 

はじめに 

松本医院に行きアトピーが綺麗に治りました。 

(免疫が大部分の強いアレルゲンに対する戦いを終えました) 

 

先生は病気に対する教育を重視され『病気は自分の心で作り、 

自分の免疫を抑えることによって作り、さらに病気を治すのは 

自分の心で治し、自分の免疫で治す事ができる。』を証明されています。 

 

私はアトピーの原因を自分で考え始め根治に至れました。ここでは、 

その軌跡を書かせて頂きます。よろしければ、お付き合い下さい。 

 

 

1.発症 

 

2009 年 3 月 

就活終了後、痒みで顔一面が赤くただれる。皮膚科に行くとアトピーと診断さ

れステロイド塗り薬を処方される。医師はアトピーの原因は不明だと云ったが、

薬の効果は覿面だった。 

 

この時期の私は、内定獲得への不安、７年続いたスポーツ学生として学費代わ

りに競技成績を残す責任、実家の事業継承問題等の葛藤から一時的に解放され、

ホッとしていた。 

 

当時の私は幼少期に経営者の父が逮捕された経験から、 

二度と蔑まれないように心を尖らせて生きていた。その心の在り方がアトピー

の原因だった。 

 

2009 年 5 月 

心の寄り所だった祖母が死ぬ。数ヵ月後、叔母が変死し何故か印鑑が無い。 

ある団体に遺産を狙われる。 
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何も返せなかった祖母への自責の念、人を殺して、その葬式で泣ける 

人間の一面を覗き何かが崩れた。 

 

そこから約 2 年間の正確な記憶がない。確かなのは、ステロイド(リンデロン)

を塗り続けたこと。捌け口にファーストフードばかり食べ体重が 20kg 増えたこ

と。実家に引き籠り昼夜逆転した生活を送っていた 

ことだ。 

 

また、私の幸せを願う両親は恥さらしと叱咤激励した。心が裂けそうだった。

怒りや憎みを通り越し、心が削れた。 

 

この時期がアトピーを重篤にした。副腎は鬱々とする私が自殺しないようにス

テロイドホルモンを大量に分泌してくれていた。 

 

友の連絡が生き甲斐だった。スポーツを通じ何回も喧嘩し苦楽を共にした彼は、

毎月連絡をくれた。苦難を越え日本代表になった彼の言動に感動し、冷えて固

まった心が徐々に動いた。お陰で何とか歩きだせ、一留後の卒業を迎える。 

 

 

2010 年 2 月 28 日卒業式 

目がショボショボし乾く周りが痒い。鼻水と咳が止まらない。全身が痒くて痛

い。式の席に 30 分と座っていられなかった。 

 

2011 年 3 月 1 日 

痒みで一睡もできない。手足がピリピリする。掻いた皮膚から黄色い汁が溢れ

る。倦怠感と漬物石を乗せたような肩凝りが取れない。 

 

2011 年 3 月 10 日 

腹痛と血便が続く。食後に必ず便意がある。早朝に手足が、こわばる。 

 

四六時中、痒い。血管を直に掻きむしりたい。引っ掻いた皮膚が抉れ、動くと

乾燥した皮膚が裂ける。顔のシワが老人のように深くなった。この皮膚を全て

剥いで張り替えたい。 

 

『アトピーって何？』怠惰な私は体の異変が何重にも重なって、 
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ようやく考えた。 

2.転機 

 

2011 年 3 月 17 日 

電話でアトピー専門の病院に治療法を伺うが、曖昧で判然としない。人の世は

嘘で満ちている。アトピーの根本原因と原理を自分で理解 

しなければいけないと痛切に感じた。 

 

アトピーの真相を知るために、インターネットや書店で調査を始める。 

 

 

2011 年 3 月 21 日 

症状が酷いので、ステロイド注射をすると言われる。医師に自分が 

アトピーになったらステロイドを使うか問うと激昂した。医師の反応から相当

の害を確信する。二度とステロイドを使わないと決め、『全ては自分で選んだ結

果、怒るも憎むも自分の愚かさ。』と言い聞かせる。 

 

 

2011 年 4 月 3 日 

松本医院のＨＰに出逢う。人の醜さを正視し事の核心を突く熱い言葉でアトピ

ーの謎が解けた。『アトピーは文明と嘘が作った病気だった。』痒みは人体を守

るための正しい働きだ。薬で免疫を抑制せず、 

心の持ち方と漢方で免疫を上げ化学物質と共存すれば治る。 

薬で変えてしまった遺伝子を修復する。 

 

文の根底に流れる利便性を追求する科学医療は人を不幸にする。 

権力は感性を鈍化させ、モノの見方と考え方を固定し大衆を洗脳搾取している。

等の真実に衝き動かされた。 

 

危険を承知で極上の情報を無料公開する潔さに惚れた。 

同時に、実際は権力の家畜なのに、何かをした気になっているだけの自分を恥

じた。 

 

すぐさま両親に高槻の病院に行きたいと頼み込む。 
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2011 年 4 月 4～29 日 

両親の了解が貰えない。信じて貰えない。金と経済力が無い。 

２３歳で飼い犬と同程度の自分が情けない。 

 

 

2011 年 4 月 30 日 

母が折れてくれた。父に内緒で松本医院に行く。問診票に答え、 

検尿をし、初診を受けた。先生は歪みの無い笑顔が印象的な人だった。 

 

『君の免疫が治すんや』と握手して下さった時に、とてつもない力を感じた。

極まっていた。なぜ？どうやって？生きるのかを突き詰めているからなのか、

嘘が無いからなのか、その理由は伺いしれない。 

 

また、容赦ない厳しさを感じた。半端な気持ちでは薬の離脱症状に 

耐えられない。理論の理解が無ければ時を無駄にする。ぬるい私は、それに何

度も助けられた。 

 

初診を終え採血をした。眼の異常が心配だったので、最後に受診した眼の検査

が有難かった。 

 

漢方浴剤、漢方煎剤、漢方軟膏、ヘルペスの錠剤を処方され松本医学の実践が

始まった。 

 

 

3.治療 

 

2011 年 5 月 1 日 

漢方の使用は、説明書を頂いていたので円滑に行えた。 

 

感じた薬の効果を簡単に書いてみます。 

 

漢方煎剤 

食前に飲む煎じ薬は、独特の匂いと苦さに苦手意識があったが、いつの間にか

病み付きになっていた。良薬は口に苦し。先天免疫を高める効果を体感した体

は正直だ。 
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漢方軟膏 

朝晩入浴後に塗る感染症防止の黄色軟膏と皮膚再生の赤色軟膏。 

アトピー治療の要となる両者は、塗った数時間後に効果を実感できた。ステロ

イド軟膏と違い皮膚の層が厚くなり、思い切り掻いても破れなくなる様子は爽

快だ。 

 

漢方浴剤 

入浴剤は辛いリバウンドの症状から解放してくれる。皮膚の不快感、頭痛や肩

凝り等のヘルペスの症状が湯に浸かると消えた。また、みるみる内に皮膚が入

れ替わり綺麗になる。疲れた心身が芯から温まる。 

 

 

2011 年 5 月 3 日 

早速、変化が現れた。皮膚を思い切り掻いてもジュクジュクの傷口が深く抉れ

なくなった。リバウンドの後は、感染症予防のため傷口と手を清潔にして軟膏

を塗り直した。 

 

理論への信頼と困った時は先生に電話で助けて貰える安心感で、不安だらけの

心が楽になっていた。 

 

 

2011 年 5 月 4 日～7月 20 日 

就寝時、全身に米粒大の発疹が現れた。尋常では無い痒みと痛みで、何度も目

が覚める。トータルで２時間寝られたら良い方だった。体にしていたツケの大

きさを思い知った。 

 

2011 年 5 月 7 日 

血液検査の結果が膠原病患者の方と似ていた。先生に質問された症状に思い当

たる節があったが、クラススイッチを必要とするだけで、 

あとは略同じである。あまり動じなかった。 

 

2011 年 5 月 17 日～7 月 

この時期から３７度前後の微熱が頻繁に起きた。喉が異様に乾いた。 
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2011 年 6 月 3 日～8月 

手足のシビレで夜中に目が覚める。一日中、頭の中を金槌で叩かれているよう

な頭痛。傷口の水疱。肩凝り。口内炎。目のかすみ。目眩。全身のダルさ。吐

き気。食欲不振。免疫とヘルペスの戦いが本格化する。微熱時と同じように、

抗ヘルペス剤の服用を忘れないようにした。 

 

2011 年 6 月 30 日 

朝に鏡の前で皮膚を見て憂鬱になることが無くなった。汗をかいても、動物や

洗剤に触れても平気になる。 

 

苦痛だった痒みも快感に変わった。皮膚が修復され、着実に免疫寛容に向かっ

ていることを実感した。 

 

2011 年 7 月 27 日 

鼠径部と膝肘関節に蕁麻疹のような湿疹ができる。この日を境にヘルペスの症

状も楽になっていった。 

 

８月中旬には入浴時に、黒いカスがでるリバウンド以外症状が無くなった。ど

れだけ掻いても皮膚は破れなくなり、肌の色艶はアトピーになる前より良いと

周囲から言われた。 

 

のたうつような苦しみから解放され、不快感の無い皮膚と熟睡できる夜に胸が

踊った。 

 

約３ヵ月で健康を取り戻せたのは、何と言っても心の治療の効果が 

大きかった。 

 

 

4.心の治療 

 

診察で先生に『君は構えすぎや。』と言われる。 

私は頑なに心を閉ざす癖があった。表で人の顔色を伺い嘘の顔で愛想を撒き、

心の内を見せずに生きてきた。傷付くことを恐れて自分の中に閉じ込もってい

た。その心持ちが目に映る人を敵にした。人間関係をギクシャクさせ、過度の

ストレスになって治る病気を治せなくしていた。 
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本質を視る先生は、それを直ぐに見抜かれ何度も叱ってくれた。 

普段ならキレてしまう言葉が何故か心に染み、構えを解いた。 

自分を見詰める力が湧き、人に知られたくない自分の生い立ち、両親との確執

等の心の澱を吐き出せた。 

 

先生は蔑みの目で私の心を刺すことも、見下し優越感に浸る歪んだ 

表情を浮かべることもなく、真っ直ぐな眼を向けて下さった。弱みを見せて、

あんな眼をする人は初めてだった。 

 

そして、過度の思い込みと両親と対話できないことがストレスの根源であるこ

とに気付け取り除く努力を始めた。 

 

染みついた心の習慣改善は容易では無かった。が、苦しみ以上の喜びと気付き

があり少しずつ前進できた。前進したと感じる時ほど症状は楽になった。 

 

特に、物事を多面的に捉え考え始めたこと、喧嘩しても良いから大切な人に本

心で関わったことが功を奏した。自分が変われば人も変わることを学んだ。 

 

重く沈んでいた心が軽くなり、心に刺さっていた棘が抜けた。 

ストレスを感じることが極端に減った。 

 

それができたのは、先生が心を通わせようと常に裸の心で向き合って下さり、

私が自発的に問題を発見し解決するよう促して下さったからだった。 

 

松本医学の実践で自分を磨く喜びを覚えた。 

 

このような心身両面の治療(手助け)でアトピーは治った。 

しかし、努力を怠れば鈍り澱んで、すぐに腐る。慣れず忘れず、 

先生のような嘘の無い気分の良い生き方を目指し自分を磨き続ける事で私のア

トピーは根治する。 

 

 

 

また、治療の中で、揺るぎない医療観や教育観等の人生の指針となる価値観を

養わせて頂いていることは大きな財産となっています。 

 



8 

 

これも、先生、最高の手記を書いて下さった方々、 

先生を支える横山さん、事務員の方々の御陰です。 

 

救われています。 

 

まだ、お伝えしたいことが沢山あるのですが、実践が不十分なので 

血液検査の結果と共に次の手記で書かせて頂こうと考えています。 

 

 

5.最後に 

 

私は利用する側、利用される側の構図から逸脱し真実の中で生きる 

先生に出逢いアトピーを治せました。 

 

同様に、アトピーに苦しむ中、この手記を読んで下さっている方に 

健康を取り戻して頂きたいです。 

 

その場が松本医院になればと思っています。 

 

最後まで読んで頂き有難うございました。 

 

 

 


